
室 内 デ ザ イ ン と視 覚

造 形心 理 学 と 「デ ザ イ ン ・プ ロセ ス 」 との関連 とその展 望

塩 川 旭

記:本 稿 は昭和46年 度 、短期 大学 家政科 の個 入研究 報告 書 その もの

で ある。

茲 に発表 す るに は、研 究 内容 は未 だ未完 成 であ り、 又時期 的

に若干 遅 れた 感が あ り、い さ ・か面映 ゆ いの であ るが 、内容 に

於 ては全般 的展望 の一部 と して大 きな変化 はない もの と思 い敢

えて 発表 して大 方 の御 叱正 を乞 う次 第で あ る。
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1.序 説 、 研 究 の 目 的 。

建築 造形 に関 しては、20世 紀初頭 以来、機能主義 を基幹 とした、合 目的性 への追求 、実

用 と美の一致 と附加 的Ornamentの 拒否、現代的建築材料 とその合理 的構造 に於 ける率

直な美 と国際主義等 々への追求が、少々 とも理論的に は圧倒 的 な主導権 をもって きていた

ようである。そ して、それに対抗 す る論理 は何か遠慮深 げな感 じが した ものである。

然 しなが ら建築家 たちは、デザイ ン ・プロセスの実際に於 ては、それ ら抽 象的な言葉 の

あい まい さ、内容 の復雑 さと柔盾に内心 困惑 しなが ら、建築 は車や 、航 空機 とは次元 の異

る有機体 であるこ とに気がつ き、冷 たい合理性 と唯々エ コノ ミカルな生産性 に基 くような

理論か ら遊離 していたよ うに思われ るのである。一方 、近年 主 として美術 の造形分野 に於

ては心理学 、主 としてゲシュタル ト心理学領域 に於け る視知覚研 究に基 く、造形心理学の
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数々の研究や、総合的な著作が発表 されるにつれ、建築造形に関する若干の研究がなされ
2

又総合 的な著作 もな されるよ うになって きた。

それ らは建築造 形の具体 的な様相 との結 びつ きに関 しては、未だその緒につ いた とい う

現状であ るの で、主 として室 内意匠に於 け る建築デザ イン ・プ ロセスの立場か ら心理 学、

特に視覚 に関す る研 究成果 との結 びつ きを調べ 、検討 したい と思 うのが この研究の 目的で

ある。 そして素 朴な機能主義一辺倒 を反省 し、装飾 、Ornamentの 存在性、デザイ ンに於

け るロマン性 の介 入の正 当性 を確認 したい と思 うのであ る。

この度の調査研 究は主 として文献に よる調査 を経 とし、建築家 の立場か ら室 内意匠のデ

ザ イン ・プ ロセ スに直接大 き く関連す ると思われる事項 を数 多の分野 に於け る研究成果か

らpickupし 、 各項に対 応す る建築デザ イナー としての私見の概略 を緯 として述べた も

のである。関連 項 目が 多 く、短期 間には成果は 多々期待 出来ないのは当然なが ら、心理学

の諸著書に対 しても充分検 討の時間な く、又専 門外で もあ り理解のた りない点 も多々 ある

と思 われるが、順次努力 して行 きたい と思 う。 そして当報告には又や む を得 ず、色彩関係

其他錯視の詳細等重要 な項 目を除外 した。

註1.ア ル ンハ イム 「美術 と視覚 」 上 ・下巻 波 多野完 治他 訳

本 明 寛著 「造形 心理 学 入門 」

サ ー ス トン カラハー 「錯視 と視 覚 美術」 大智 浩 訳他 …

註2.大 山正 他共 著 「建 築 の ための 心理学 」

小林重 順 著 「建 築 心理 入門」

ArgIsaac"ApproachtoArchiteeturaldesigrn"

S.E.ラ スム ッセ ン 「経 験 としての建築 」佐 々 木宏 訳

「建築 デザ インの原 点」 小林 盛太 著

他… …

2.視 覚 に 関 し て 。

(イ)視 覚 の 自律性。

視覚 は人間の環境探査の手であって、カメラやテー プ レコー ダーの記録 とは異る 自律性

をもつ ことは、暗順応や色彩順応の事実か ら察知 出来 ることであろ う。ゲシ ュタル ト心理

学に よれば、視覚 の対 象につ いては観 るこ とは視覚 的に判 断す るこ とであ り、対 象の総体

的な見えが部分 に優先す るこ と、環境か ら全 く孤立 して もの を見るこ とはな い、と云 う事

実、並 びに視覚 は 自己の欲求 、期待、願望 、構 えに、親 しみある もの 、未知 なものな どへ

の感情に影響 され るばか りでな く、他の感覚一聴覚 、触覚 等に も影響 され ることが知 られ

ている。以上の点か ら室内造 形は一つの環境 をなす ものであ るか ら、造形の各部分 と全体
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は部屋の生活環境が よいこ とが第一の条件 とな り、造形全体の性格が重要で、その中の部

分が 緊張 とコン トラス トが適当に強調 されて、全体が魅 力あるもの となる必要 のある こと

又全体の内の部分 は分節 として復合化す るが、部分 は全休のバ ランスに於て計画さるべ き

であって、如何 に合 目的性 をもつ場合 でも全体 の中に均衡 を保つ必要が ある。 この配 慮が

失 われ ると無意味 、有害 な緊張で全体 を損 うことになる と思われ る。

(ロ)視 野の広 さ。

心理学の視知覚 の領域 には凝視 の場合、一般視 の場合 、広角視の場合 の視野の範囲、即

ち視角の実 験的デー タが少い ように思われ る。人間の 眼はカメラの望遠 、標準、広角 、超

広角 レンズの役割 を全部有 し、瞬 間的に超望遠か ら超広角へ とめ ま ぐる しく変化 し得 る。

この視角 の大小 によって色の調和 、対比の烈 しさ、プ ロポー シ ョン、装飾のPatternの

scale等 の撰定 に重大な関係がある と私は思 うのである。

我々は普 通両 眼視 であ り、又常 に眼球 、頭 の動 きを休息時に於て も行 ってい ると云 う事

実か ら、心理学の単眼視 、視 点 を固定 した諸実験研究のデー タを無 条件 に採用す るこ とに

は注意する必要が ある。

㈲ 視 線

視 線の動 きは、水平には素早 く動 き、又前述の 眼球 、頭の動 きも伴 うが 、上下へ の動 き

には抵抗が ある。特に上向 きの移動は30°(水 平線 に対 し)以 上 には努 力感 を伴 うといわれ

る。 この点 か らして も室内デザ インは凝視 の場合左右5° ～ユ0°の視角、常 時は60°～90°、

動 きのある場合最大160°内外の前方視野が普通 と思われ るが、上方 は視点の高 さか ら30°

程 度迄が重要 な視野範囲 として計画 さるべ きであろ う。

←)錯 視

視覚が物理的状態 と異 って見えるもの を錯視 と云 うの であるが、この事実は視知覚 の本

然的な現象 であって、原因は殆ん ど網 膜的原因でな く、神経の中枢 的要 因であ ると云 う説

が有力のよ うである。

錯視現象 を建築に応用 された例は、古 来か ら多 く、古 くは ギ リシャのパルテ ノン等 は有

名である。 又バ ロック時代には錯視 を用 いて建物 を大 きく見せ 、又反対 に異って見え るの

を匡正す る 目的の ものがあ るが 、何れ も、視者の眼 を固定 した位置 を予定 して計画 してあ

るので、規模の小 さい場 合は特に子供だ まし的な状態 をさらしている場合が 多い。バ ロ ッ

ク期 の有名 な例 として次の ものが ある。

ローマ ・サ ンピエ トロ寺 の柱廊 。匡正 の例

フィレンツ ェ6サ ン タマ リア ノヴェルラ広場の柱列。大 きさの誇張の例 。

ヴェニ ス ・サ ンマル コ広場の床。

錯視 のデザ インに重要 な ものは

1.分 線に よる線、面の延長。
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2.線 の方向に よる力感覚 に よるもの。

ミュー ラー ・リヤー錯視 、他

3.鋭 角の拡大(角 度)視 に よる錯視。

ツェルナー錯視 、ヘ リンク錯視 、ヴン ト錯視 、ポ ッゲン ドル フ錯視等

(二)「 錯視」 の附図

Aツ ェルナー錯視Bポ ッゲン ドル フ錯視

3本 の水平線方向の線分A,B,Cは 長 さが

不等にみえる.水 平線分の長 さは,そ の両端

で屈折 している線の角度 に影響 を うけている.

ミ1ラ ァ ・リア錯 視.2本 の水 平 な線 分AB

とCDと は,同 じ長 さで あ るの にABの 方 が

CDよ り長 くみ え る.

AとBの ス ペ ー スは同 じ大 きさ で あ るの に,

分割 が され て い な・いスペ ー スAの 方が,分 割

され て い るス ペ ー スBよ り小 さ くみ え る.

3つ の同 じ面積 をもつ正方形 が同 じにみえな

い理 由は,分 割 されたスペ ースが,分 割 され

ていないスペースより広 い面積 をもってい る

よ うにみえるか らであ る.ま た分割線の方向

が水平である場合 と垂 直である場合 には縦横

の比例 をかえてみせ る.

Cヘ リング錯視

方 向 の 錯 視 の 例
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垂直線過大視の例

垂直線 と水平線は同長だが水平線の方が短 く見 える

Aは 完 全 な正 方形,Bは 幾分 高 さ を低 くした もの,

Bの 方 が 正方 形 に見 え る.

5



2つ の線分が透視図的 な条件 をもっ場合,直

線Aは 直線Bよ りも長 くみえ,こ れは透視 に

よる錯覚である.

透視視野内の他 の錯視は,同 じ大 きさの人物

を3つ の位 置に反覆す ると,そ の大 きさがだ

んだん大 きくみ える.こ れは人物の実際の高

さと,み かけの高 さとの相 違が,透 視を もつ

視覚秩序 のなかにたつ人物 の位 置によるため

であ る.

図 は 「錯視 と視 覚 美術 カ ラハ ン/サ ー ス トン共著 大 智浩 氏訳 及 び

「建築 の ため の心理 学」 飯 田茂氏他 に よる

4.長 さ、明度 、色 、面積等 の対比に よる錯視

ヘ フラーの湾曲対比錯視 、大小円の錯視 、ティチナー錯視

5.上 下異方性に よる錯視

3、8、S、B等 の文字 の如 く上方は大 き く見える。

6.垂 直線過大視。

水平 線に比 し垂直線 は長 く見 える。

7.直 線透視 図、又は輻輳 線に よる錯視

8.明 度、色相差 に よる膨張 、縮小視 。

以上 の錯視の原因 として重要 な事 は我々の環境の 「重力場 」による もの、斜線のヴ ェク

トルカによる もの、垂 直、水平 線 よりなる四辺形の枠組依 存に よる もの等の事柄が考 えら

れる。

錯視 の室内意匠に応用 され るもの としてはそれに よって誇張す る意図 よ りも、視覚的に

好 ま しく見 られるよ うに利用す る方 が正 しい行 き方 とも思 われ る。以上の例 としては、3

のヘ リング錯視 の状態にな り易い天井 、梁 の下端 の水平線 の中央 を上へ揚げ る手法 、所謂
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「起 り」 は外国で も
、 日本の大工 で も古来か ら行 われ て きた。其他の錯視、1、4、5、

8等 は度々 、窓の配列 、壁パ ネルの割付 、塗装 等に広 く応用 し得 る可能性が あるが、7の

直線透視図の利用 は、バ ロ ック時代 に よ くその例 があ るが、余 り利用すべ きでない と思わ

れる。

3.質 感 。Texture,

造形の表面の材質感の ことであるが、Formよ りもより原始的な感覚で ある点は、色彩

感覚以上であ る。触覚 との結 びつ きに起因す るが 、それ以前のアプ リオ リなものであ ると

も云 われ る。色彩 と同様形、造形 の視覚 的な重要 な要素 であ り、人の接触す る部分 では現

実的 に触覚 に結 びつ いた強 い皮膚感による期待 と欲求感 が感ぜ られる。

壁面に於 け る、粗面 と滑面、裂 地面 と金属や硝子面 等の面積の配分 、荒石の乱石貼 りと

プラスター面 との対比 、煉亙壁や タイル面 と木材 面 との調和等々、室内意 匠に於て期待 さ

れる入間の感情や欲求 、親 しみ と冷やか さなど、夫々効 果的な取扱いが考 え られ る。

4.形 。Form.

(イ)形 と感情。

形 の与 える本然的な感情 、例 えば 「タケテ」 と云われ る 「どぎつい形」 と 「バ ルマ」 の

語感 が示す 「円満な形」 は存在す る。Isaacは 「形 と、それが人に与え る感情 との関係 は

忘 れ られていたが、デザ インに於て重視すべ き事 柄で ある」 と述べてい る。即 ちTension

とRelaxation、 対 比 と均衡 、StaticとDynamic、 親 しみ と疎 外感等 と云 った形 、本然的に

我々にわか る形があ る。又ある人は

1.角 ば った、固い、冷 い、鋭レ丶 男 らしい

2.円 満 な、充実 した、安定 した、や さ しい

3.斬 新 な、 しゃれた、Dynamicな

と三 つにわけられ る形の区分 を している。.一

これ らは、夫々 目的に応 じて造形デザ インに人間に与 える感情 を予期 して、全体 の形に

或いは部分 のモテ ィーフに採用 され得 る。

(ロ)枠 組 への依存性 。

我々は地球の重力場 に住 む故 に、垂直 と水平線 のなす枠組に支配 され ている。 この枠組

は重 力に対抗す る建 築、室環境 の最 も単純な構造規矩 として、その簡潔性の故に安 定感 を

与 えて くれるので ある。

い)形 、面 のプロポー ション。

ギ リシャ時代か らの黄金 比の他 、1:NG、2:3、3:4等 の比 、或 いはコル ビジェ

のモデュー ル等の数 学的な比例法 則の絶対性 は疑 わ しい。これ らは試行錯誤に よって、そ

の都 度決定 され るべ きであろ う。但 し近 似値 と しての価値 、経済的な工場生産 に対応す る
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建築材料の規格化 の準據 としての価値 は否定 出来 ないし、今 後 とも尚一 層 と進め らるべ き

であろ う。

(_一)図 と地の関係 。

インテ リア ・デザ インは或程度 、地の関係 に止ま り、室内ア クセサ リー、及び居住者の

地 と 図 の 関 係

図 と地(Rubin,1921)

対称 性 と図 に な りや す さ(Arnheim,1964)

見 え な い 文 字(tirown位Ciilhousen,⊥ り4"丿

図は 「建 築 の ための 心理 学 」 に よる

形 と 感 情
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背景 とな るべ き性格 を もつべ きであるこ とが原則 とな る場合 もあるが、室 内意匠に於 て も

その背景 の地位 に於て、積 極的に図 としての性格 を もつべ き もの として、窓、出入口、扉堀 、

照明器具 と局部照明範囲、飾棚 、ファイアプレー ス、等々の造作が考 え られ る。 これ らが

図 としての地位 とWeightを どの位 もつかは部屋 とデザインの性格 に依 存す る。

(ホ)簡 潔 さ。Pragnanz.

Weltheimerの 知覚 の場 の力学的構 造特牲 の簡潔 さは、その内容が簡単であ るこ とを意

味 しない。 内容 も形 式 も簡単だ と退屈す る、 知覚 と期待 を一致 させ た視覚 形式の

簡潔 さを重視すべ きである。即 ち豊富 な内容 と復雑な要素 を簡潔 な様式の中に盛上 げ るこ

とに外な らない・Arnheim。 これには分節 と群化 が挙 げ られ る。前者は全体 的体 系 を

上か ら、進 んだ知覚 だけが なし得 る図の条件 であ り、後者は部分 をその共通性 を以 て結 び

つけて、全体 的体系 との関係 を見る操作であ る。分節 と群化が豊富、適切 にな し得 る内容

を簡潔 さの内に盛 り込んで始めて芸術 としての地位 を確保 し得 るであろ う。室 内デザ イン

に於ては、この完成は室内装飾InnerDecorationに よって始めて個性 ある結実 をみ るこ

とが出来る・観者の眼は先づ室 内の全体 を広 い視野の 中に見、次にdetailを 順 次に狭 い視

野の中に観察 して後、又全体 の観察にフ ィー ドバ ックす る過程 を繰返 して鑑賞 され る
。

5.室 内 環 境 。Space.

(イ)室 内の区画。

室内環境 を平面的に区画 して形成す るのは壁面であ り、このEnclosurePlaveの 視覚

的構造は室 内環境の性格 を決定す る大 きな要素 の一つ である。明確 な区画 には物理的条件

だけでな く、視覚 的にSolidで あるこ とが必要 である。透明、半透 明の仕切 は、物理 的に

はSolidで あって も、視覚 的には閉鎖的でないため 、或 る 目的には不充分 であ り、場 合に

よって室のSpaceを 視覚 的に延長す る場合 もある。Isaac、 視点 の高 さ部分以外が開放

された仕切 、或いは部分 的に隙間のあ る衝立 、格子 、す だれ、背板 のない飾棚 、植 木等の

仕切 は、それ らを背面 のSolidな 壁 よ り、 目立 たさせ ることに よって、部屋 を実際 よ りも

広 々感 じさせ る事実 のあることは、視覚 の奥行知覚の実験デー タ 両眼視二重像 の同側

二重像 の場合 、奥行過大視の実験、高木 、城戸1952に よって確め られて いる。

(ロ)行 動の場 としてのSpace。

室 内に於け る人間の行動欲求 、即 ち人間の動 線 と作 業空間の広 さ等 を主 とす る、広 さと

通行道程 他か入間工学 的問題 に関 して も、行動欲求 を視覚的 に満たせ うる環 境が望 まれ る。

又行動欲 求の場 として、部屋の広 さと前述 のEnclosurePlaneと の関連に於 ては、面積

の狭 い部屋 では壁面 の視覚 的な重要性 が大 になるので、そのTexture,Patternにscale

の小な もの を撰 び、Contrastも 少 くして平板 に扱 い、広 い部屋は反対に壁 面の重要性が

少 くなるので、対比 の多い取扱 い と、Texture,PatternのScaleを 大 き くして、壁面 を視

覚 的に前進せ しめ るのが正 当的な手法 である。
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行動欲求 の性格 によって、安 定性 を必要 とす る場合は垂 直 ・水平の枠組要素のWeight

を多 くし、反対 の場合は不安定Dvnamicな 斜線要素 を主役 とす る。

を丶)奥 彳于感 。

前述の如 く、室内意 匠では両 眼視の場合、その生理的奥行 知覚一 水 晶体調節 、両 眼輻

輳 、両眼視差 、及び運動視差一一 が有効 な手掛 りとなるが 、よ り効 果的な手掛 りとして、

重 な り、直線透視 図、影 、Texture密 度の勾配、対 象物 の大 さ等の現 象があ る。 これ らの

手掛 りは一般に 「よ りよい見え」へ の匡正 として利用 した方が安全 であって、奥行 の誇張

の手段 として利用す る場合 は、錯視 の項 で述べ た如 く、バ ロ ック時代の直線透視図応用の

諸例 に見る ように、視点が動 いた場合 に馬脚 を現 わす ような手段 は避 けるべ きであろ う。

これは室の行動 空間であるこ とを否定す るものである。要 す るに奥行感 の手掛 り、錯視 を

利用 して視覚 的に室環境 の大 さを増減す る手段 は、観者 の視点の動 きの性格 を充分検討 し

て行 う必要が あろ う。

6.造 形 デ ザ イ ン の 構 成 。

(イ)統 一一性 。Unity.

統一性が造形の全体的構 成に於 て、最 も重要 な法則であ ることは否め ない。 これ は性格

の統一 を意味 し、部分の全体に対す る服従であ り、重要 さへ の計算 された序列 であって、

完成 と安定 、均衡 と調和 を、Staticと 休 息 をもた らす。が 、これ も過度 になれば単調 と退

屈にな ることは周知 の ことである。

この限界について私 見 を述べ れば、対象物(面)の 観者の視野の内に 占め る映像 の大 きさ

による と言い たい、即 ち視角 に よって判断すべ きであ る。凝視 の視野に於 て魅力あ る統一

性 も、あま り同種の ものが、広角視野 の内に並存すれば、全体 的見 えに於 ては退屈にな る

のである。

(ロ)対 比 。Centrast.

統一性 に対 して対遮 的 な もの であるが、全体 的構成に於 ては統一性 と並 んで重要 な もの

であ る。過度 の統一性 のニ ュー トラルな単調 さを救 い、魅力 と興味のポイン トを与 え る。

対比は対象に緊張、刺 激 を与 え、Dynamicな 活気 、リズム感 を強調 す る。対 比 もまた、視

野の内 に占め る影像 の面積 によって効果が異 る。対比 、特 に強い対比は視 野の内の小部 分

に於て観 られ るべ きであって、視 野の中の大部分に対 比効果 が溢れ る ときは、その強 さに

もよるが 、人をい ら立たせ 、過 度の緊張 、不安定、無秩序 の感 じを斉 らす。対比は その強

さが 強い程小 さい部分に現れ るように、全体的体制 の中のDetailに 於 て、しか も上方 よ り

も下方 に 多 く配置 され るべ きで ある。

適 当に配分 された対比は統一の内に好 ましい魅力の焦点 とな るが 、過度の 、巨大 な対比

は、特殊 な 目的、若年層のStress発 散の場 、サ イケデ リックなデザ インに、短時 間 を過す

場所には、巨大な面積 にDynamicに 採用 され る。
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室 内意 匠に於 て対 比効果 の著 しい もの として、局部照明一 スポ ッ トライ ト、電 気 スタ

ン ド、壁ブ ラケ ッ ト照明 色彩効果 、動 きの あるモ ビール、質感 、形の対比効 果等が採

用 されて いる。

い)Proportion.

形 、面 、SpaceのProportionに 対す る特定の数学的 な比例 関係 は、近似値 としての意

味 しか な く、コンピュー ター によって決定 され るべ きもので もない と思 う。 これは試行錯

誤 とフ ィー ドバ ックの操作 の繰返 しに よって直覚 的に きめ らるべ きものであろ う。 そ して

それ を行 い得 るデザ イン ・センスの育 成 と、プロポー シ ョンへ の訓練 と良識 を育て練磨す

る外はないようであ る。丁度色彩デザイ ンがそ うである ように。

7.装 飾 。Ornament.

建築 に於 ける附加 物 としての装飾は、現存に至 る迄不 当に機能主義 によって拒否 されて

きた ものである。 しか し私 見に よれば、建築装飾 は建築構造の創造期 に、その接合部 、殆

ん ど木構造 であるが、の技術 の未熟に よる無細工 さのカモフラー ジュ としてその大部分が

発生 し、その後王候 、僧侶 の権 力の誇示 として巨大 な労 力の集 中が発展 して様式化 、氾濫

した もの と推測 出来 るのであ る。装飾が これだけの ものであれば、近代機能主義 に よって

不要 な もの と拒絶 され るのは当然か も知 れない。 しか し装飾 は長 い間の発展途上 に於 て、

別 の役割 も持つて いるのであ る。それは材料の経年変化や些細 な傷 をか くし、心理的 には

落付 きと親 しさ、よきものに在 っては価値 感 と美 しい影 の効果 を持ち、構造や家具 の耐 久

性 を著 し く高めて いる点であ る。

装飾 に就 ては、機能 を主 とす る ものには挑すべ きものである点は異論がないが 、半 ば楽

しみ、 くつ ろいで用 いる道具 、Scaleの 小 さな ものには大いに利用 して よい と考 れ られる。

冷蔵庫や フライパ ンには必要 な く排すべ きだが、 コー ヒーカ ップやテーブル ・クロー スに

は存在価値が あるの であ る。

装飾 自体 につ いて言 えば、モテ ィー フ とデザ インに創造性 と洗練 されたセ ンスが必要 で

あ り、イー ジー ・ゴー イングや扱 い と無批判な濫用は許 さるべ きでは ない。又その製作 に

は良 きcraftmannshipが 忘れ られては、まやか し物にな るであろ う。

8.結 び

造形心理学 の視知覚に於 け る諸成果が 、如何に室内デザイ ン ・プロセス と結びつ くか 、

を述 べて きたのであるが、それ らの間口は広 く、未だ大 きな部分が茲 には省かれて居 り、

又述べ られている内容はそれ らの展望 とは云 え、謂わばSkeletonに 過 ぎない。そ して、

それ らの内容 は心理学に関 しては参 照されて いる諸文献 に負 う部分が少 くな いが、建築造

形の文献 の うちには、社会心理 学、又はフロイ ドの精神分析学等々の分野の研究の一部 を

若干 不当に拡大解釈 されてい ると思 われ る点、或 いは筆者の ような建築デザ イナー として
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は承 服 し得 ない点には触れずに、序説 に述べた ように専 ら私 見で以て まとめ た ものである。

いつ れに しろ、その分野はあ ま りに範囲が広いので、今後 各部門に於 け る内容 を、各 々

実例 と図例 を以 て、具 体的に研 究、詳述す る必要 があ ると思 って いる次第であ る。そ して

今世 紀以来、形而上的な主義、主張の亡霊にふ りまわ されていた、デザイン ・プ ロセスの

方法論 が、この造形心理学の今 後のよ り一層の発展 と、多 くの実験的なデー タのつ み重 ね

に よる成果 と建築造形 との結びつ きによって、一 つの新 しい進路が示唆 され、 よ り形而下

的 な、 より矛盾少 き方向 を選ぶであろ うこ とは顕 らかであ り、又 そ う期待 したい ものであ

る。
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